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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】薄くて、背後空気層無しで吸音性を有し、かつ
建材として必要な不燃性を併せもつ吸音装飾シートを提
供する。
【解決手段】フィルム層１００と第一の接着剤層１０２
とが積層され、直径２０～５００μmで数密度が２～７
００個/ｃｍ2の微小な穴を有する装飾フィルム層１１０
、厚さ０．５ｍｍ以上９.０ｍｍ未満の不燃性連続発泡
体層１０４、及び第二の接着剤層１０６を含む吸音装飾
シート１。建築物の壁面、天井面、床面またはパーティ
ション等に貼り付けるだけで使用可能であり、同時に装
飾シートとしての美観を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルム層と第一の接着剤層とが積層され、直径２０～５００μmで数密度が２～７０
０個/ｃｍ2の微小な穴を有する装飾フィルム層、
厚さ０．５ｍｍ以上９.０ｍｍ未満の不燃性連続発泡体層、及び
第二の接着剤層を含む吸音装飾シート。
【請求項２】
　前記不燃性連続発泡体層がメラミン樹脂を含む請求項１に記載の吸音装飾シート。
【請求項３】
　前記微小な穴の直径が、４０～３５０μｍである請求項２に記載の吸音装飾シート。
【請求項４】
　前記微小な穴の数密度が、４～６２５個/ｃｍ2である請求項１～３のいずれか一項に記
載の吸音装飾シート。
【請求項５】
　前記メラミン樹脂層の厚さが、１．０～８．８ｍｍである請求項１～４のいずれか一項
に記載の吸音装飾シート。
【請求項６】
　さらに、ライナーを含む請求項１～５のいずれか一項に記載の吸音装飾シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸音性を有する装飾シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建築物の壁面、天井、あるいは床等の表皮材として装飾シートが用いられている。また
、これら壁面等に防音性能を付与するため、吸音パネル等の吸音材に化粧板を積層した吸
音装飾板が用いられている。
【０００３】
　一般に、吸音材の、音源とは反対側（背後）に、ある程度の空気層（背後空気層）を有
することが、吸音効果を得るために必要とされる。そのため、従来の吸音化粧板や吸音シ
ート等の吸音材においては、その背後に所定の背後空気層を設けたり（例えば、特許文献
１）、あるいは吸音材自体に厚みを持たせて吸音効果を得ようとしている（例えば、特許
文献２または特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００２－５２１７２２号公報
【特許文献２】特開平７－３２４４００号公報
【特許文献３】特開２００７－２９１８３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　背後空気層を設けずに、既存の壁面、天井、あるいは床等に貼り付けるだけで吸音し、
装飾性も有する装飾シートを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、フィルム層と第一の接着剤層とが積層され、直径２０～５００μmで数密度
が２～７００個/ｃｍ2の微小な穴を有する装飾フィルム層、厚さ０．５ｍｍ以上９.０ｍ
ｍ未満の不燃性連続発泡体層、及び第二の接着剤層を含む吸音装飾シートを提供するもの
である。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明により、薄くて、背後空気層無しで吸音性を有し、かつ建材として必要な不燃性
を併せもつ吸音装飾シートを提供することができる。かかる吸音装飾シートは、既存の壁
面等に貼り付けるだけで使用可能であり、同時に装飾シートとしての美観も有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の吸音装飾シートの一例を示す断面図である。
【図２】実施例１、８～１０及び比較例２、３の吸音率を示すグラフである。
【図３】実施例１～７及び比較例１の吸音率を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の吸音装飾シートは、
（１）微小な穴を有し、フィルム層と第一の接着剤層からなる装飾フィルム層、
（２）不燃性連続発泡体層、及び
（３）第二の接着剤層
を含む。
【００１０】
　前記装飾フィルム層は、フィルム層に第一の接着剤層を積層してなる。
【００１１】
　前記フィルム層は、そのいずれか一方または両方の面に従来公知のインクを用いてグラ
ビア印刷法やオフセット印刷法等により模様が施されていてもよい。あるいはカラーフィ
ルムを用いることもできる。
【００１２】
　また、前記フィルム層は、単一の層でも、二層以上の層でもよく、二層以上の場合は、
各層の間に接着剤層やプライマー層あるいはその他の機能を有する層を含んでも良い。
【００１３】
　前記フィルム層としては、例えば、塩化ビニル系樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル系樹脂
、アクリル系樹脂、ポリエステル樹脂、セルロース系樹脂、またはポリオレフィン系樹脂
等の各種合成樹脂よりなるフィルムを用いることができる。
【００１４】
　このうち、フィルム層として単一の層を用いる場合は、ポリ塩化ビニル樹脂からなるフ
ィルムを好ましいものとして挙げることができる。
【００１５】
　また、フィルム層が二層以上の場合は、例えば、塩化ビニル系樹脂からなるフィルム層
に、さらにフッ素系樹脂やアクリル系樹脂からなる透明の表面保護層を積層することもで
きる。そしてこの場合、表面保護層のフィルム層側の面に従来公知の印刷法により模様な
どを施すことができる。
【００１６】
　前記フィルム層の厚さは特に限定されないが、例えば約０．０１～０．５ｍｍとするこ
とができる。
【００１７】
　前記第一の接着剤層は、前記フィルム層と不燃性連続発泡体層とを接着するものである
。
【００１８】
　かかる接着剤層としては、これら二層を接着することができる従来公知の感圧性接着剤
や感熱性接着剤を用いることができる。例えば、感圧性接着剤としては、粘着性ポリマー
を含有する単層フィルム状の感圧接着フィルムや、２つの感圧接着層を有する両面接着シ
ートを使用することができる。
【００１９】
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　前記第一の接着剤層は、例えば、剥離紙の剥離面の上に塗膜化した粘着剤層を有する、
剥離紙付き粘着剤層を別途用意し、この粘着剤層とフィルム層とをドライラミネートする
ことによって製造することができる。あるいは、フィルム層に直接粘着性ポリマー等の接
着剤を塗布・乾燥して第一の接着剤層とすることができる。
【００２０】
　前記第一の接着剤層の厚さは特に限定されないが、例えば、約０．０１～０．２ｍｍと
することができる。
【００２１】
　本発明の装飾フィルム層は、微小な穴を有する。前記微小な穴は、直径が２０～５００
μmで、かつ数密度が２～７００個/ｃｍ2である。かかる範囲において、装飾性を維持し
つつ所望の吸音性を得ることができる。
【００２２】
　前記直径は、前記装飾フィルム層の表面、すなわち第一の接着剤層とは反対側の面にお
ける微小な穴の直径を示す。かかる直径は、４０～３５０μｍであることがより好ましく
、５０～２５０μｍであることがさらに好ましい。
【００２３】
　前記数密度は、単位面積当たりの微小な穴の数を示す。かかる数密度は、４～６２５個
/ｃｍ2であることがより好ましく、１０～２００個/ｃｍ2であることがさらに好ましい。
【００２４】
　上述の直径と数密度の好適な範囲は、それぞれ適宜組み合わせて用いることができる。
【００２５】
　本発明の装飾フィルム層は、上述のようにしてフィルム層と第一の接着剤層とを積層し
た後、例えば、レーザーを用いて、あるいは針等により微小な穴を施すことにより得られ
る。あるいは、市販の内装用装飾シートや粘着剤付きのグラフィックフィルムに上述のよ
うにして微小な穴を設けたものを用いることができる。
【００２６】
　前記レーザーは、従来公知の装置を用いて照射することができるが、例えば、
堀内電機社製炭酸ガスレーザー照射機（ＬＳＳ－Ｓ０５０ＶＡＨ－Ｗ）あるいは、
住友重機械工業メカトロニクス社製炭酸ガスレーザー照射機（ＬＵＭＯＮＩＣＳ　ＩＭＰ
ＡＣＴ２５００「ＬＡＶＩＡ１０００ＴＷ」）を使用することができる。
【００２７】
　後者の照射機を用いる場合、レーザー照射装置の仕様を、波長９．３μmm、レーザー照
射機の平均最大出力６５Ｗ、ガルバノシステム×２ヘッド、加工条件を、出力１～１．６
Ｗとすることができる。
【００２８】
　本発明の吸音装飾シートは、厚さ０．５ｍｍ以上９．０ｍｍ未満の不燃性連続発泡体層
を含む。かかる層により、吸音性と不燃性とを同時に付与することができる。
【００２９】
　前記不燃性連続発泡体層とは、不燃性を有する連続発泡体からなる層である。
【００３０】
　ここで、不燃性を有するとは、建材に必要とされる不燃性に関する基準を満足する性能
を有することを示す。このような基準としては、例えば、「財団法人建材試験センター作
成の防耐火性能試験・評価業務方法書（平成１７年７月１１日変更版）に基づく試験」等
を挙げることができる。
【００３１】
　連続発泡体とは、多孔性材料のうち、気泡同士がつながっているものをいう。例えば、
メラミン樹脂、ウレタン樹脂、ポリオレフィン樹脂、またはポリ塩化ビニル樹脂等の一種
または二種以上の樹脂からなる連続発泡体あるいはさらに従来公知の不燃材料を混合して
得られる連続発泡体を挙げることができる。中でも、吸音性と不燃性の点から、メラミン
樹脂が好ましい。
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【００３２】
　前記不燃性連続発泡体層の厚さは、１．０～８．８ｍｍであることがより好ましく、２
．２～６．８ｍｍであることがさらに好ましい。
【００３３】
　前記装飾フィルム層の微小な穴の直径及び数密度と、不燃性連続発泡体層の厚さは適宜
好適な範囲を組み合わせて用いることができる。
【００３４】
　本発明の吸音装飾シートは、当該シートを壁等の被着体に接着するための第二の接着剤
層を有する。第二の接着剤層は、前記第一の接着剤層と同様の接着剤を用い、同様の方法
により得ることができる。厚さも第一の接着剤層と同様とすることができる。
【００３５】
　本発明の吸音装飾シートにおいては、前記第二の接着剤層の前記不燃性連続発泡体層と
は反対側に、ライナー（剥離紙）を備えることができる。このようなライナーは、粘着テ
ープなどの分野で一般的に使用されているものでよく、特定の部材に限定されるものでは
ない。本発明で使用するのに好適なライナーとしては、例えば、紙、例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリエステル、または酢酸セルロース等のプラスチック材料、ある
いはこのようなプラスチック材料で被覆又はそれを積層された紙やその他の材料などであ
る。これらのライナーは、そのまま使用してもよいが、シリコーン処理あるいはその他の
方法で処理して剥離特性を向上させた後に使用するのが好ましい。また、ライナーの厚さ
は特に限定されないが、通常約０．０２５～０．５ｍｍ、あるいは約０．０５～０．２ｍ
ｍ程度とすることができる。
【００３６】
　本発明の吸音装飾シートは、微小な穴を有する装飾フィルム層の第一の接着剤層に、所
望の厚さの不燃性連続発泡体層を貼り付け、さらに粘着性ポリマー溶液を塗布、乾燥する
ことにより第二の接着剤層を設けることができる。あるいは、ライナー上に粘着性ポリマ
ー溶液を塗布、乾燥することにより得られる第二の接着剤層と不燃性連続発泡体層とを貼
り合わせることによっても得ることができる。
【００３７】
　本発明の吸音装飾シートは、さらにプライマー層等、機能を有する層を含んでも良い。
【００３８】
　本発明の吸音装飾シートの全体の厚さ（「総厚」ということがある。）は、シートの使
用目的により適宜選択することができ特に限定されない。「総厚」とは、装飾フィルム層
（フィルム層＋第一の接着剤層）、不燃性連続発泡体層、及び第二の接着剤層の厚さの合
計を示す。
【００３９】
　前記総厚は、本発明の効果が得られる範囲であれば良く特に限定されないが、例えば、
０．６～１０ｍｍ、１～９ｍｍ、１～８ｍｍ、または１～３ｍｍとすることができる。
【００４０】
　本発明の吸音装飾シートは、一般家屋、集合住宅、ビルその他の建築物の壁面、天井面
、床面、またはパーティションなどに貼付することにより、吸音性、不燃性を有する吸音
装飾シートとして使用することができる。
【実施例】
【００４１】
サンプルの作成
【００４２】
実施例１～１０、比較例１及び４
【００４３】
吸音装飾シートサンプル
（Ａパート：装飾フィルム層＋不燃性連続発泡体層）
　ポリ塩化ビニル製フィルムとアクリル系粘着剤を積層した装飾フィルム（住友スリーエ
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ム社製ダイノックィルムＦＷ－８８８、厚さ約２００μｍ）に、堀内電機社製炭酸ガスレ
ーザー照射機（ＬＳＳ－Ｓ０５０ＶＡＨ－Ｗ）により、出力６Ｗのレーザーを照射して、
表１に記載の直径及び数密度の微小な穴を施した。得られた微小な穴を有するダイノック
フィルムからライナーを剥がし、これを表１に記載した厚さのメラミン樹脂層（ＢＡＳＦ
社製メラミン樹脂連続発泡体、バソテクト　Ｇ）に貼り付けた。
（Ｂパート：第二の接着剤層＋ライナー）
　ライナーに、アクリル系粘着剤（ブチルアクリレート：アクリル酸＝９０：１０、質量
比、固形分３２％）を乾燥後の厚さが４０μｍになるようにナイフコートにより塗布して
粘着剤層を作成した。
　上記で得られたＡパートのメラミン樹脂層の面と、Ｂパートの粘着剤層の面とを貼り合
せて吸音装飾シートサンプルとした。
【００４４】
不燃性試験用サンプル
　厚さ１２．５ｍｍの石こうボード（吉野石膏製）にプライマー（住友スリーエム社製Ｅ
Ｃ－１３６８ＮＴ）を塗布し、吸音装飾シートサンプルのライナーを剥がして貼り付け、
サンプルとした。各サンプルは、形状が円柱状で、寸法が直径４４ｍｍ±１ｍｍ、高さ５
０ｍｍ±３ｍｍになるようにした。
【００４５】
吸音率測定用及び外観観察試験用サンプル
　珪酸カルシウム板（エーアンドエーマテリアル社製ハイラック　１０ｍｍ厚　比重０．
８）を準備し、一方の面にプライマー（住友スリーエム社製ＥＣ－１３６８ＮＴ）を塗布
し、吸音装飾シートのライナーを剥がして貼り付け、サンプルとした。
【００４６】
比較例２
　メラミン樹脂層の代わりに厚さ２．２ｍｍのウレタン樹脂層（アキレス社製連続発泡ウ
レタンフォーム　エアロンムマック　ＴＢ－３２）を用いた以外は実施例１と同様にして
それぞれの試験用サンプルを作成した。
【００４７】
比較例３
　メラミン樹脂層の代わりに厚さ２．２ｍｍのポリ塩化ビニル樹脂層（住友スリーエム社
製ＡＧ２０４）を用いた以外は実施例１と同様にしてそれぞれの試験用サンプルを作成し
た。
【００４８】
不燃性試験
　財団法人建材試験センター作成の防耐火性能試験・評価業務方法書（平成１７年７月１
１日変更版）に基づき試験を実施した。
【００４９】
　実施例１～１０及び比較例１～４のサンプルを、加熱炉内に挿入して加熱した。試験条
件、測定方法、及び判定方法は次のとおりであった。
【００５０】
試験条件
（１）試験時間は、サンプル挿入後２０分間以上最終平衡温度に達するまでとした。
（２）炉内温度の測定は、ＪＩＳ　Ｃ　１６０５（シース熱電対）に規定される外径１．
５ｍｍ（１．６ｍｍ）のタイプＫのシース熱電対とし、熱接点は非接地形のものとした。
（３）加熱は、あらかじめサンプルを挿入する前に、炉内温度が７５０度±５度で２０分
間以上安定するように加熱炉を調整した後に行った。
（４）サンプルは炉心管の中心部に挿入し、サンプルの側面の中心線と熱電対の熱接点の
位置がほぼ一致するようにした。
【００５１】
測定方法
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（１）炉内にサンプルを挿入する前に、各サンプルの質量を０．１ｇ単位まで測定した。
（２）炉内温度を、サンプル挿入時から最終平衡温度に達するまでの間測定し、記録した
。
（３）加熱終了後、サンプルをデシケーター中で室温になるまで冷却し、その質量を測定
した。試験中及び試験後に炉心管等に脱落したサンプルの炭化部分や破片等を回収し、サ
ンプルの未燃焼部分として、その質量を上記の質量に加えた。
【００５２】
判定方法
　加熱試験の結果、各サンプルが次の（１）及び（２）の基準を満足する場合に合格とし
た。合格を「○」、不合格を「×」として結果を表１に示した。
（１）加熱開始後２０分間、炉内温度が最終平衡温度を２０Ｋを超えて上昇しないこと。
（２）加熱終了後のサンプルの質量減少率が３０％以下であること。
【００５３】
吸音率の測定
　実施例１～１０及び比較例１～４の各サンプルについて、ＡＳＴＭ　Ｅ１０５０に従い
、垂直入射吸音測定機を用いて測定した。サンプル径は２９ｍｍとなるようにした。結果
を図１、図２及び表１に示す。表１では、１０００ヘルツから６３００ヘルツでの吸音率
を、吸音率が１になる場合を１００％として、グラフの下側の面積（曲線下面積）の割合
を示した。
【００５４】
外観観察試験
　実施例１～１０及び比較例１～４の各サンプルを壁に貼り、直線距離で５０ｃｍ離れた
位置から、目視により観察した。フィルム表面の微小な穴がはっきり見える場合は「×」
と、はっきり見えない場合は「○」とした。結果を表１に示した。
【００５５】
【表１】

【符号の説明】
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【００５６】
　１　　吸音装飾シート
　１００　　フィルム層
　１０２　　第一の接着剤層
　１０４　　不燃性連続発泡体層
　１０６　　第二の接着剤層
　１０８　　微小な穴
　１１０　　装飾フィルム層

【図１】 【図２】
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